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和光教授・現学長松浦 道夫教授、また鈴木 幾太郎教授、林 陸雄教授な
－４８３－
どの桃山学院大学教員・職員全ての身体障害についての理解と心からのサポ
ートがあったからこそだと思っています。
私もまた１７年間の桃山学院大学勤務から転身することとなりました。生瀬
君と同じ職場で働くことは終わりました。１９７８年４月、私は史料保存を業務
とする史料館（国文学研究資料館アーカイブズ研究系）に移り、アーカイブ
ズ学を開拓することとなりました。私も自分の歩むべき道を漸く見出したの
であります。転身直後、後藤 邦夫教授のご推挽によって物理学会のシンポ
ジウムでアーカイブズについて講演させて頂けたこととか、庄谷 邦幸教授
が桃山学院大学退職後、大阪市立公文書館長に就任されたこととか、思わざ
る激励を受けることが出来ました。そうしたことも含めて、職場は異なるも
のの、何かの折があれば、生瀬君と直接の面談や電話を使って、互いの近況
を語り合うことを続けて来ました。
桃山学院大学で働いた１７年間よい仲間に恵まれました。その上、生瀬君と
いう一途の研究仲間を得ることが出来ました。今は生瀬君を失った悲しみに
耐えなくてはなりません。心からご冥福を祈り、ゆっくりお休み下さい、と
申し上げる次第です。
なお末筆になりましたが、長い間、生瀬君を見守ってきた養親のご養生を
祈って止まないことを申し添えたい、と思います。 （２００８－０５－２６）
－４８４－
